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生活臭のある生活」が 4 割であった。においがある方が心地よいと答えた人が約 7 割を占め、
心地よいと感じる環境に、においが影響していることが分かる。また、におい関連商品の使用
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ファッション意識は、星野の流行（ファッション）に対する意識の14項目9）について、「そ
う思う」を 5 点、「ややそう思う」を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「あまりそう思わ
ない」を 2 点、「そう思わない」を 1 点として得点化した上で、これらの 5 段階評定尺度値を
もとに因子分析を行った。因子の抽出は主成分分析を行い、その後バリマックス回転を行っ























































































各タイプの個人得点を第 1 因子軸と第 2 因子軸上
図13　香りに対する意識（公的自意識の高さ分類による比較）
図12　若年女性の公的自意識
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4 ．考察
居住空間における香り付けの実態は、図 1 の結果から居間・寝室が約 4 割、玄関が約 5 割、
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